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新システムがもたらす効果 16

新システムの構築により、様々な効果が期待でき、事業拡⼤が⼀層加速する。

既存のWEB事業にもたらす効果
●対応スピードUPにより、ユーザービリティ向上
●⼿待ちでかつ⼀番ユーザーの近くにいる加盟店を瞬時にマッチングさせることができる

ため成約率が向上し、ユーザー単価が上昇

①より低価格でのサービス提供を実現。今まで積極的に展開しづらかった低価格帯
サービス（例︓電球交換、家具組⽴）に対応できる加盟店を⼤幅に増加させるこ
とが可能。

②BtoCビジネスを展開している⼤企業に、新システムのインフラを開放することも
検討。今までとは全く異なる新しい収益モデルにチャレンジ。

新たな展開









当社のWEB集客⼒を活⽤し、積極的に伸ばしていく4サイトについては、その投資効果を測定すべく、来
期⽬標経営成績を設定。
来期⽬標設定に対して当期４Ｑ時点で達成⾒込がたつレベルまで引きあげる予定。

来期⽬標経営成績の設定 20

サイト名
フランチャイズの窓⼝
(⾦融4サイトを含む) お⾦つくーる アーキクラウド

来期目標
EBITDA

買収前︓60百万円
⽬標︓80百万円

EBITDA
買収前︓50百万円

⽬標︓50百万円

EBITDA
買収前︓17百万円

⽬標︓22百万円

※ スマ留は、当社事業と同様潜在的な利益の上昇を図るため、トップラインの成⻑性を重要視しています。

リアブ
ロード
の目標

リアブロード社として、株式公開を目指す。
また、売上高前期比2倍以上を目指す。

















将来⾒通しに関する注意事項

ディスクレーマー

本資料には、当社グループに関連する⾒通し、将来に関する計画、経営⽬標などが記載さ
れています。また、 将来発⽣する事象等により内容に変更が⽣じた場合も、 当社グルー
プが更新や変更の義務を負うものではありません。 また、本資料に含まれる将来の⾒通
しに関する部分は、
多分に不確定な要素を含んでいるため、実際の業績等は、 さまざまな要因の変化等によ
り、 これらの⾒通しと異なる場合がありますことをご了承ください。
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